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が万葉集の709番歌に採鉱されている([6 J， p. 406)。以下に二つの歌を併記して示す。
41709 タ閣は道たづたづし 月待ちて いませ我が背子その陪にも見む


































































かる。「をやJ は I~なのに.. .かJという意味をもっ語である。このことは次の歌の併からも明らかであ
る([1 J、p.448)。
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